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家畜衛生だより 
 

◆今年も早めの暑熱対策を！ 
 昨年熊谷市では、国内の観測史上最高となる４１．１℃を記録しました。

また、猛暑日だけでなく熱帯夜となった日も多く、牛にも強いストレスが

かかりました。 

 梅雨が明けると気温が急激に高くなることが予想されます。特に肥育牛

は高温に弱く、環境温度が２５℃以上で採食量の減少がみられる一方、暑

熱時の飲水量は５０リットル以上にもなります。 

 比較的涼しい今のうちに牛舎環境の見直しを行いましょう！ 

 

■牛に係るストレス具合を、THI（温度湿度指数）でチェックしましょう。THIでは  

 ６５～７１を軽度のストレス、７２～８１を強いストレス、82～９２を非常に強い 

 ストレスとしています。 

■扇風機はホコリを取り除き、全ての牛に風が当たるように設置しましょう。 

 ※壁際等、風通しの悪い場所にいる牛にも気を配ってあげて下さい。 

■サイレージや濃厚飼料がとても腐敗しやすい時期です。 

■ビタミンＡの不足に注意し、新鮮な水を 

 十分に給与しましょう。 

■直射日光が牛に当たらないよう、すだれ 

 やカーテンの位置を確認しましょう。 
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温度℃ 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100

21.0 66 66 67 67 67 68 68 68 69 69 69 70

22.0 67 68 68 69 69 69 70 70 70 71 71 72

23.0 69 69 69 70 70 71 71 72 72 73 73 73

24.0 70 70 71 71 72 72 73 73 74 74 75 75

25.0 71 72 72 73 73 74 74 75 75 76 76 77

26.0 72 73 74 74 75 75 76 76 77 78 78 79

27.0 74 74 75 76 76 77 77 78 79 79 80 81

28.0 75 76 76 77 78 78 79 80 80 81 82 82

29.0 76 77 78 78 79 80 81 81 82 83 83 84

30.0 77 78 79 80 81 81 82 83 84 84 85 86

31.0 79 79 80 81 82 83 84 84 85 86 87 88

32.0 80 81 82 83 83 84 85 86 87 88 89 90

33.0 81 82 83 84 85 86 87 88 89 90 90 91

34.0 82 83 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93

35.0 84 85 86 87 88 89 90 91 92 93 94 95

相対湿度％

裏面もみてくださいね！ 
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◆ハエの防除対策を実施しましょう 
 ハエは、春と秋をピークに増加します。ハエの発生は、近隣住民からの

苦情の原因になるばかりでなく、病原菌やウイルスの媒介、ストレスによ

る家畜の生産性の低下にもつながります。 

 気温が低いうちに除糞や清掃で越冬している卵、幼虫、さなぎ、成虫を

排除し、数を減らしておきましょう。 

 

 

 成虫は1度に100個程度の卵を産みます。

また、気温が上がると、卵から成虫になる期間

が短くなり、気温20 度では約20 日かかり

ますが、気温30 度では10 日間で成虫にな

ります。 

 
 

１ 環境対策 

①除糞と清掃 

  発生源となる家畜のふん尿やこぼれた飼 

 料などは、こまめに除糞や清掃を行いましょ 

 う。 

②発酵熱による幼虫駆除 

  堆肥化の際は適正な水分調節と発酵熱

（60℃以上）を心がけましょう。 

③畜舎の乾燥 

  ハエの卵は乾燥した場所では死滅します。換気と通気をしっかりと。 

２ 薬剤による殺虫 

①ＩＧＲ剤（昆虫発育抑制剤）はハエの密度を低下させるのに効果的です。幼虫の発 

 生する場所に散布します。 

②毒餌（ベイト剤）は誘引剤と殺虫剤を混ぜて調整します。成虫に有効です。 

 

※同系統の薬剤連用は避け、異なる系統の薬剤をローテーションして使用しましょう。 

環境対策でハエ防除！ 


